
- 1 -

2021年 6月 6日
ねん がつ むいか

キリストの聖体の主日
せいたい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

主イエスは、最後の晩餐において聖体の秘跡を制定されました。それは、今も日々のミ
しゅ さい ご ばんさん せいたい ひ せき せいてい いま ひ び

サにおいて繰り返され、わたしたちはミサに与り、聖体を拝領するごとに、あの晩、愛
く かえ あずか せいたい はいりょう ばん あい

する弟子たちを交わりの宴へと招かれた主イエスの御心に、思いを馳せます。
で し まじ えん まね しゅ み こころ おも は

主は、すべての思いを込めて、残していく弟子たちに、パンと葡萄酒のうちに自らが現存
しゅ おも こ のこ で し ぶ どうしゅ みずか げんそん

し続けること、すなわち、世の終わりまで共にいることを宣言なさいました。
つづ よ お とも せんげん

「聖体は、信者の共同体に救いをもたらすキリストの現存であり、共同体の霊的な糧
せいたい しんじゃ きょうどうたい すく げんそん きょうどうたい れいてき かて

です」と、教皇ヨハネ・パウロ二世は「教会にいのちを与える聖体」に記しています。
きょうこう に せい きょうかい あた せいたい しる

（9 ）

主イエス・キリストは、世の終わりまで、御聖体のうちに現存し、わたしたちとともに歩
しゅ よ お ご せいたい げんそん あゆ

み続けておられます。
つづ

教皇ヨハネ・パウロ二世は、2004 年の聖体の年にあたり発表された書簡「主よ、一緒
きょうこう に せい ねん せいたい とし はっぴょう しょかん しゅ いっしょ

にお泊まりください」に、こう記しています。
と しる

「信仰は、わたしたちがキリストご自身に近づくのだということを十分に意識して、聖体
しんこう じ しん ちか じゅうぶん い しき せいたい

に近づくことを求めます。聖体の他の側面、つまり食事であること、過越の神秘である
ちか もと せいたい た そくめん しょく じ すぎこし しん ぴ

こと、終末の先取りであることに、しるしに過ぎないものをはるかに凌駕した重要性
しゅうまつ さき ど す りょう が じゅうようせい

を与えるのは、まさにキリストの現存なのです。聖体は、現存の神秘、世の終わりまで
あた げんそん せいたい げんそん しん ぴ よ お

わたしたちとともにおられるというイエスの約束の完全な成就なのです。（16）」
やくそく かんぜん じょうじゅ

御聖体のうちに主ご自身が現存されるからこそ、聖体のいけにえは「キリスト教的生活
ご せいたい しゅ じ しん げんそん せいたい きょうてきせいかつ

全体の源泉であり頂点」だと、教会憲章は指摘します。その上で、感謝の祭儀にあず
ぜんたい げんせん ちょうてん きょうかいけんしょう し てき うえ かんしゃ さい ぎ

かることで、キリスト者は「いけにえを神にささげ、そのいけにえとともに自分自身も
しゃ かみ じ ぶん じ しん
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ささげる」と指摘します(11)。
し てき

すなわち、御聖体をいただくことは、神からお恵みをいただくという受動的な側面だけ
ご せいたい かみ めぐ じゅどうてき そくめん

ではなく、わたしたち自身が自分をいけにえとしてささげるという、能動的側面も伴っ
じ しん じ ぶん のうどうてきそくめん ともな

ています。では、自らをいけにえとしてささげるとはどういう意味でしょうか。御聖体
みずか い み ご せいたい

をいただくわたしたちには、どのような行動が求められるのでしょうか。
こうどう もと

そもそも御聖体をいただくわたしたちには、主の死と復活を、世々に至るまで告げしら
ご せいたい しゅ し ふっかつ よ よ いた つ

せる務めがあります。その上で、わたしたちには、その福音に生き、言葉と行いで、現存
つと うえ ふくいん い こと ば おこな げんそん

される主イエスそのものである神の愛をあかしする務めがあります。さらにわたしたち
しゅ かみ あい つと

には、御聖体によってキリストの体と一致することで、一つの体としての教会共同体
ご せいたい からだ いっ ち ひと からだ きょうかいきょうどうたい

の一致を推し進める務めがあります。
いっ ち お すす つと

教皇ヨハネ・パウロ二世は、「主よ、一緒にお泊まりください」で、こう指摘していま
きょうこう に せい しゅ いっしょ と し てき

す。

「たとえば、何億人もの人類を苦しめている飢餓の惨状や発展途上国を苦しめている
なんおくにん じんるい くる き が さんじょう はってん と じょうこく くる

病気、老人の孤独、失業者たちが直面している困難、移住者たちの苦労などをわた
びょう き ろうじん こ どく しつぎょうしゃ ちょくめん こんなん い じゅうしゃ く ろう

しは思い巡らしています。・・・わたしたちが真にキリストに従う者であると認められ
おも めぐ しん したが もの みと

るのは、互いの愛と、とりわけ困窮している人たちへの配慮によるのです。これが、わ
たが あい こんきゅう ひと はいりょ

たしたちのささげる感謝の祭儀が真正なものであるかどうかを判断するための基準とな
かんしゃ さい ぎ しんせい はんだん き じゅん

ります。（28）」

御聖体の秘跡のうちに現存される主は、歴史の流れをわたしたちとともに歩みながら、自
ご せいたい ひ せき げんそん しゅ れき し なが あゆ みずか

らの愛をわたしたちがあかしするように招いておられます。出向いていく教会であるこ
あい まね で む きょうかい

とを求めています。神のその愛に基づいた招きに、応える者でありましょう。
もと かみ あい もと まね こた もの


